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ている（古谷・坂田 , 2006; Hall & Baym, 2011; Igarashi, Takai, & Yoshida, 2005；小林・池田，
2005）。このような友人関係の強化に寄与する程度は，SNS やオンラインゲームなど他のソーシャ





















mediated communication, 以下 CMC）における特に視覚的匿名性の高い状態でのコミュニケーショ
ンにおいては，自己開示の比率や中程度の親密度の自己開示が展開されやすいことが示されている
（Joinson, 2001; Tidwell & Walther, 2002）（7）また，携帯メールでの自己開示は対面での自己開示を
土台として友人との関係の親密さに寄与する（古谷・坂田・高口 , 2015）。この点は MIM も同様で
ある。ネガティブ，ポジティブの両方の感情をコミュニケーションの中で表現することを適切とす
る規範は他のソーシャルメディアよりも受容されている（Waterloo, Baumgartner, Peter, & 
Valkenburg, 2018）。さらに，MIM による自己開示は友人関係維持行動へと関連し（Abeel, 
Schouten, & Antheunis, 2017），自己開示がソーシャルサポートを受けることにつながり，対面と
MIM 両方の自己開示を促すという循環が生じることも示されている（Trepte, Masur, & 
― 130 ―
聖学院大学論叢　第 32 巻　第 2 号　2020 年
Scharkow, 2018）。
　対面状況における自己開示については，効果量は大きくないものの性差の存在が指摘されている



























査への回答を求めた。回答は 310 名から回答が得られた。そのうち，LINE の利用時間について極
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らった。丹羽・丸野（2010）では 24 項目が取り上げられているが，本研究では 4 つ下位尺度ごと


















手続きと同様に 4 つの下位尺度ごとにクロンバックの 係数を算出した。「趣味」が＝.83，「困
難な経験」が＝.91，「決定的でない欠点や弱点」が＝.84，そして「否定的性格や能力」が＝.87
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転を行った。因子負荷量 .40 以上を採用基準としたが，基準に満たない項目が 1 項目あったため，
削除の上再度因子分析を実施した。その結果，第 1 因子は「利便性」（8 項目），第 2 因子は「親和



























利便性 0.26＊＊＊ 0.27＊＊＊ 0.25＊＊＊ 0.23＊＊＊ － － －
親和充足 0.16＊＊ 0.35＊＊＊ 0.34＊＊＊ 0.36＊＊＊ － － －
束縛感・不快感 －0.04 0.02 0.02 0.06 － － －
自己閉鎖 －0.13＊ －0.26＊＊＊ －0.26＊＊＊ －0.24＊＊＊ －0.27＊＊＊ －0.15 0.21＊＊＊
軽躁的関係 0.21＊＊＊ 0.02 0.05 －0.06 0.25＊＊＊ 0.08 －0.06
侵入回避 0.08 －0.22＊＊＊ －0.17＊＊ －0.26＊＊＊ －0.01 －0.11 －0.01









結果，クラスター 1，クラスター 3，クラスター 2 の順に有意に差が見られた。軽躁的関係も有意
な差が見られた（F（2, 299）＝78.27，p＜.001， p2＝0.34）。多重比較の結果は，クラスター 2，クラ
スター 1，クラスター 3 の順に有意な差があるという結果であった。侵入傾向も有意であった（F（2, 
299）＝66.39，p＜.001， p2＝0.31）。多重比較の結果，クラスター 1，クラスター 2，クラスター 3
の順に有意に差が見られた。傷つかれ回避も群の主効果が有意であり（F（2, 299）＝83.45，p＜.001，









クラスター 1（n＝157） クラスター 2（n＝79） クラスター 3（n＝66）
自己閉鎖
　M 36.81  27.42  31.35
　SD  5.42 　5.22 　5.48
　z  0.54 －0.85 －0.27
軽躁的関係
　M 24.79  28.19  19.53
　SD  4.79 　3.00 　3.73
　z  0.05 　0.71 －0.98
侵入回避
　M 24.79  28.19  19.53
　SD  4.79 　3.00 　3.73
　z  0.37 　0.13 －1.03
傷つけられ回避
　M 35.80  34.53  28.38
　SD  4.43 　4.13 　4.78
　z  0.53 －0.29 －0.93
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ラスターの命名は岡田（2010）に従った（8）。
　次に，友人関係の群と性別による LINE での自己開示の深さの違いを検討するため，自己開示の




















Figure 2．友人関係各群の LINE の効用認知の平均得点（エラーバーは 95％信頼区間）。
友人関係のあり方ごとの LINEの利用状況
　本研究では，LINE の利用状況として，LINE に登録している「ともだち」の数，参加している
グループ数，LINE の 1 週間あたりの利用日数，LINE の 1 日あたりの利用時間を尋ねている。各
群の平均と標準偏差を Table3 に示した。自己開示の深さや効用認知と同様に 2 要因の分散分析を
行ったが，有意な効果はいずれも得られなかった。
Table 3　友人関係各群の LINE の利用状況の平均と標準偏差
性別 関係回避群 群れ指向群 個別関係群
LINE のともだちの登録数
男性 107.59（86.97） 109.83（100.19） 111.31（63.28）
女性 112.53（91.93） 136.84（140.94） 142.71（87.84）
LINE の参加グループ数
男性  10.8 （14.52）  13.35（ 13.6 ）  11.51（ 9.43）
女性  12.57（ 9.88） 　13.5（ 11.26）  14.24（ 9.57）
LINE 利用日数
男性 　6.53（ 1.03） 　6.83（　0.65） 　6.84（ 0.47）
女性 　6.64（ 0.84） 　6.73（　0.67） 　6.71（ 0.96）
LINE 利用時間
男性 　2.08（ 2.39） 　3.12（　3.51） 　2.74（ 2.98）
女性 　2.37（ 2.63） 　1.95（　1.72） 　3.01（ 2.78）
注）括弧内は標準偏差を示す。
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Ⅳ　考察
LINEにおける自己開示
　本研究では，友人関係における LINE での自己開示の深さ，および LINE の効用認知が現代青年
の友人関係のあり方により差が見られるのかについて検討を行った。まず，LINE における自己開
示の深さがどれくらい行われているのかということを見ていく。「趣味」の平均が 4.91，「困難な経
































LINE というメディアは利便性という点で有用であると認知されていた。また逆に LINE を使用す
ることにあまり束縛感や不快感を認識していないということであった。これらを総合すると，
LINE は個別的な親密な関係を深めるというよりは，気軽に円滑な関係を取り結ぶのに適したもの
として，現代青年に取り入れられていると考えられる。この点は，Facebook と WhatsApp という
MIM との比較において，MIM の方が「関係性」や「人気」で高い満足が得られているという結果
（Karapanos, Teixeira, & Gouveia, 2016），あるいは携帯メールとの比較で MIM のコストの低さが









































⑷　LINE 以外では，Twitter や Instagram，そして YouTube が相対的に多いが，Twitter は 10 代












ではない（Nguyen, Bin, & Campbell, 2012）。
⑻　岡田（2007b）の内容が岡田（2010）に収録されているが，そこでは各クラスターに本論文で用
いた命名が行われている。
⑼　例えば，Knop, Oncü, Penzel, Abele, Brunner, Vorderer, & Wessler（2016）はMIMと対面のグルー
プにおける自己開示状況を比較し，対面での自己開示の優位性を示している。
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The Use of LINE among Japanese College Students
Youichi NISHIMURA
Abstract
　 This study investigated how adolescents used the mobile instant messenger LINE in relation 
to the depth of self-disclosure and perceived utility.  Among multiple friendship patterns, this 
study focused on the extent to which adolescents with a disposition toward the avoidance of 
friendship disclosed themselves through LINE.  A web survey was conducted with Japanese col-
lege students (n＝302). The results of a cluster analysis of the friendship scale indicated that con-
temporary adolescents’ friendship patterns could be divided into three categories: adolescents 
who avoided emotionally close relationships, adolescents who simply tried to be together with 
their friends, and adolescents with individualistic and close relationships.  A comparison of the 
depth of self-disclosure in LINE and perceived utility among three groups showed that adoles-
cents with a disposition toward friendship avoidance did not disclose themselves as deeply in 
LINE and perceived LINE as more restrictive.  These results demonstrate that communication 
using LINE does not enable a unique field of conversation for adolescents, and it strongly re-
flects offline relationships.
Key words: LINE, depth of self-disclosure, friendship, perceived utility of LINE
